


























1,はじめに 

厚生省小児慢性特定疾患の疫学的研究で昭和 53 年度全国医療給付に関する実態調査を行

った結果はすでに前年度班長である加藤が報告したが,そのなかでの呼吸器疾患患者に関

する data は大変興味ある部分と,数字をそのまま全国の実態として理解してよいのか疑問

を投げかける部分があった。 

また,呼吸器疾患のなかでも診断名を全国的に再検討する必要がせまられているものもあ

り,リストアップされた診断名が同じ病態を表現していると思われるにもかかわらず,異っ

ている場合もあり,集計の一部手直しも必要であることも問題点の一つであった。 

しかし.全国で呼吸器疾患の病名のもとに医療費が免除あるいは給付されている実態調査

は初めての試みであり,社会的にも患者を扱う医師側にも重要な資料であることは確かで

ある。 

そこで,今年度はこういった統計の実態調査に対する問題点につにて検討を加え今後の実

態調査の方針を述べてみる。 


